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箇
所
も
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
中
、
３
つ
の

史
跡
が
あ
る
伊
達
市
が
い
か
に
歴
史
的
価

値
の
高
い
地
域
で
あ
る
か
を
改
め
て
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
特
徴
的
な
の
が
、

３
つ
の
史
跡
は
全
て
伊
達
氏
で
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
今
後
の
調
査
研
究
を

通
じ
て
よ
り
詳
細
な
歴
史
の
探
求
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
年
、「
伊
達
氏
梁
川
遺
跡
群
」

の
保
存
活
用
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し

た
。
今
後
、
史
跡
内
の
発
掘
調
査
、
整
備

基
本
計
画
の
策
定
、
整
備
実
施
設
計
を
経

て
整
備
工
事
と
な
り
ま
す
。
史
跡
整
備
に

は
想
定
以
上
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

正
確
で
深
い
調
査
研
究
を
経
な
け
れ
ば
正

し
い
歴
史
的
事
実
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い

か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
史
跡
整
備
に
最
も
大
切
な
の
が

市
民
の
興
味
と
理
解
だ
と
思
い
ま
す
。
発

掘
調
査
の
見
学
や
計
画
策
定
時
の
勉
強
会

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
史
跡
整
備
に
関

わ
る
機
会
を
設
け
一
緒
に
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
子
ど
も

た
ち
に
は
、
史
跡
を
通
じ
て
歴
史
に
興
味

を
持
ち
、
伊
達
市
の
自
然
や
産
業
と
と
も

に
“
誇
り
”
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
遺
跡
と
史
跡
の
違
い
に
つ

い
て
で
す
が
、
遺
跡
と
は
、
昔
の
人
の
活

動
の
痕
跡
が
残
さ
れ
た
場
所
な
ど
を
い

い
、
令
和
４
年
３
月
１
日
現
在
、
全
国
に

47
万
２
０
７
１
箇
所
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
遺
跡
の
う
ち
特
に
重
要
で
あ
る
と
国

が
判
断
し
指
定
し
た
も
の
を
史
跡
と
い

い
、
全
国
に
1
8
6
9
箇
所
あ
り
ま
す
。

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
遺
跡
の

う
ち
約
0
・
4
%
だ
け
で
、
非
常
に
希

少
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
て
、
伊
達
市
に
は
国
指
定
の
史
跡
が

３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
南
北
朝
時

代
に
北
畠
顕
家
が
義の
り
よ
し
し
ん
の
う

良
親
王
を
奉
じ
て
陸

奥
の
国
府
を
置
く
な
ど
、
南
朝
方
の
一
大

拠
点
と
し
て
機
能
し
た
重
要
な
城
跡
で
あ

る
「
霊
山
」。
２
つ
目
は
、
霊
山
町
大
石

に
15
世
紀
前
半
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
跡

で
、
室
町
幕
府
と
伊
達
氏
と
の
結
び
つ
き

を
考
古
学
的
に
証
明
す
る
重
要
な
遺
構
で

あ
る
「
宮
脇
廃
寺
跡
」。
３
つ
目
は
、
国

人
領
主
か
ら
戦
国
大
名
へ
と
発
展
を
遂
げ

た
伊
達
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
領
主
居
館

や
寺
社
仏
閣
な
ど
の
配
置
か
ら
伊
達
氏
の

都
市
計
画
や
領
国
経
営
が
わ
か
る
稀け

う有
な

遺
跡
で
あ
る
「
伊
達
氏
梁
川
遺
跡
群
」
で

す
。
全
国
1
7
1
8
市
町
村
で
史
跡
が
１

市
長
コ
ラ
ム
　
第
59
回

「
史
跡
を
い
か
そ
う
！
」

1.凛とした表情で行われた分列行進。消防団員の勇姿がきらりと輝いた。/2.市長、団長らによる検閲。郷土を守る消防団員に敬礼。/3.ラッパ隊による息の合っ
たラッパ吹奏で、消防団員の士気を高める。/4. 日頃の訓練の成果を披露した小隊訓練。かけ声が保原総合公園に響き渡った。

「自分たちの地域は自分たちで守る」
　10月 1日㊐、秋晴れの下「伊達市消防団秋季検閲」が行われ、消防団員およそ 660 人が参加しました。通常
点検や分列行進、霊山支団と月舘支団による小隊訓練などが披露されました。検閲した須田市長は「消防団は地
域住民の最も身近な防災機関。災害に即応できる高度な技術の習得に精進され、市民が安全で安心に暮らせる伊
達市のためご尽力賜りたい」と感謝の言葉を述べました。齋藤裕

ゆうじ
司団長は「『自分たちの地域は自分たちで守る』

という崇高な精神の下、火災以外の災害にも即座に対応できるようお願いしたい」と団員に訓示しました。
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